
アカエゾマツ西限保護林

所在地：磯谷郡蘭越町港町

林小班：１５８林班０４小班

面 積：２０．００ｈａ

指定年月日及び番号 昭和５０年１０月３１日

設定目的

本邦アカエゾマツ生育地としては最西限で、北海道に

おいては最南部アポイ岳に位置するアカエゾマツ純林

で、過去においても一度も人為的な施業もなく原始林を

保っている。

地況

標高：６００～８００ｍ

方位：Ｓ

傾斜度：２０°／１５～３０

地形区分：中腹上部～峰通り

地質：第四紀輝石安山岩

土壌：Bｄ

林況

上層を占める樹種は、アカエゾマツが多く、トドマツ・ダケカンバ・シナノキ・ナナカ

マド等で、下層にはハナヒリノキ・ムラサキヤシ・オツツジ・ツルシゲ・オオカメノキ・

コヨウラクツツジ・ノリウツギ・アカミノイヌツゲ・ハイイヌツゲ・ミヤマハンノキ・ツ

ノハバミ等が育生し、林床にはササ類が優先している。

ha当たり本数： ２００～３００本

蓄積： Ｎ１０２ｍ3 Ｌ ２３ｍ3 Ｔｏ １２５ｍ3

平均直径： ３０ｃｍ／６～１００ 平均樹高： １６ｍ

施業の沿革

大正１１年公有林として国より譲渡を受け、同年第一

次編成案において施業外地（停伐林）として現在に至っ

ている。したがって、過去に伐採等の施業経過無し。


